
324審

摺転嘗たJ
2)>;軌デ--ク･T)―OUヱ･(∴fl･(iu―H,㌔.IJuail(l
ヱX.7.壬HAIDarboux――n―5上nsfor川ati仙sinSoli(on

Theorya=1SisGcorriotnc二ApplICJil―ionsf'I'Mf―,郎

Mo(l仁Hl丸抽thematiesSeries.Shai嶋haiScientific

amさIr∫も(―dinica】Puhlishers,1999―

文献

=j…･]TJurst叫"―sot王-…--汀f托什トGorilm…l

fM'Oinctry―OWIbn―l軸(.心占､aIKIi‖t-抑t仙岬ナ

け=叫J仙即Il)】oSvっ州ns(J-.-―'r(叩り卜Internか

iiりTuけr"sstot―ipp川r(…ill.h,I)G/0仙･―iO%で人F

好き≠
121C――;･!→,――trI…ux.Su--1叩r仰山.帆1､(―ll―1t―i､=l-tX

o(1-いIJi州slinnai-ヾく､=,〔:"l<.Ac主いしSci.上*ariヽ―94

(1882)き1456▲1459,

静

:こぅ]o.iJar†xmてl-<v-i-ヾトurl―ih如r】egeneralodぐ5

surfaces,IIT王II,IV,G糾thiers―＼Millars,Paris,1889,

189ヰ†1896.
巨轟葺番避馨*胡朝生丁周子韓t鼠立子理論申的連番変換
盈其韓阿応軌上海科学技術継親社亨19酪搾国語き諾き

〔5!SP―K{汁,-hhiandJInoguく―hi(lllきIra川TIX―rl一
触nsofB呈甜,e払皇-Baekltm速もr組長払rm舶王onsof-con一

醜組もmeancurv鮎tiresurfac岱亨王政e相成J.Math--

16,no.2―2005)てト10
叫V13.＼!il―IVI-1―(JVJ川(i―1lA･Sdllt'―､DarlJOllX

取ans払r王取乱鮎腿弧d鮎IitonsきSpfほ昭erき1991
【7】州k¥m駄々馴二∴ノリトン//f―i,―しの故w――t-―;川'臥

hl:叶t'tfr兵のIfcJfJ故坪.,(中村り･汁―鮎)―一差準虹―2000,

pp.54-―93,
【8]*f―心血Li-fe―*4こ止アブ~―イン微分結K'｣-―!i

フ7･インほめ込みの粗相-一-,裳輩鼠1994―

(2(恥iォr-12り8卜i挫,l圭i)

(いのぐちじw>んいち･:j潮'[:I,;)こ手数缶/-;.-J一利

荒川恒男・伊吹山知義・金子昌信 : ベルヌーイ数とゼータ関数, 

牧野書店, 2001年, ix+244ページ

秋山茂樹

整数静は裾野の広な滑野で亨尭河の漁れのような歴史的側面を持つとと亀に,いわば私小説的な側

Iffiを柑-,ている―故胤こおいては.研究の軌掲は伽―{してもよいが.必ずホさなければならないもの

ではない―では散逸的な剛､の駐ま川/)かといえば,そうではか､.何が放論という分野を――-iS'�"1にL

ているのだろうか―　私は致そのものへの相計心ではないかとHIう*

遮判こいかに複雑な思考過程や高度劉覧法を那壮としても,整数論の面白蕃と濃後には具体的な

㍍岬Vlft川―川･川さに�"k'i―fiする―ベルヌ-イ放という軌T･川aiiiの中でも締めて申:紫なf>/.;'iほI'irtる牧を:i――過とし

で啓か絶たこの奉はそのにとを如実に証明して態鳩書3Åの聾者は事ゼ-タ関数と保塑形式の専門家

でぁるが声この拳で驚くほど夢棟な角乾から読者に冨鮒かけているのは事績局ほ艶の面白さと不思議

さである―

費掛王将舟苦れるようにペル讃-イ数はぎ聾和己芸Ia転を記述するために使わ艶る有理数Bnで

閑軸梢7時と拙ob触noull呈∈呈7哨がほぼ同時に番鞠を著している書母関数を馴潮ぎ

千-享キニ―
(1)

将棟数鮎として党轟き艶贋靭に敢項は

雛呈き銑-喜亨-豊吉B3-0専-―志--B6-墓き-

藍怒るモ当時の掛党を考え艶ぼき閑とBerno曲がほぼ同時期に発見Lたものと思われる"おそらく

著者関節津浪を経てもに荷車では慣例に従ってペ粘ヌーイ数と呼ぶちと費協することにをったのだろう

が事開-ペ船讃-ギ数という呼称を提唱するよい棒金だったかもし艶ない*いずれにせよ歴史を大事に
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平岡裕章
坂上貴之

1　序

ホモロジー群はポアンカレによって19世紀末に導入された概念であり,代数的トポlコジ-という

数学における---人刺q―･0)――)iE櫨となったも(])である,fli代紋;;:――において―�"TvおなpこIFFほ,'lめ/:JこL')与H'f-に

は当然のことながら改革くの良酷かあるが,本i土!･LはそU)ような�"1/<淋ニjjいてもうゝく柑Lい札.:佃､仁'U)

ホモロジ-理論の解脱番となっている*すなわち,本番の艶も盲は酢寮槻を潤いた主計算ホ竜田ジ-哩

論―'を構築することにあり,そのHI摘tte装,及び帖払い帖川までか｣―呼に帆M<さ―]Lている.

本文中にも述べてあるように,本:―tilユ紙屑を故�"V二郎こ川SJヰ>uしておらず.1Aく什7:に拭わる脚'にft捌こ

向けて計算轍を増したホモロジー-一瓢蔽を鵬Ijfjしている―Ijiに,これまでU)汁郎ナ<M¥)¥'ftを)おにしたホ

モロジ-肝の他うih野-のIfcJ:川1についてのrtp長川な附混も>4>tIんでいる.41‖mには,ホ;Eに了ジ､L-―肝を川い

た計常構提)R言肘札伸i像処ffl,パター―ン認謝""―J過への過川なと､番地にわ/:る*ま!:,こ())本に)川lニ/)――いて

作止されたプuグラム肝バツケ--ジCHo】lll-((山‖iputntio…Jloino)叫もyil…托nun)か1ンタ-―I,ソ

ト卜―で配Aさオ1ており(blip://www.ina‖1･糾ech―eclii/一山仙/から収掛川&),川一機を川いて卜帖

にホモロジー群の計常ができるようにrJ一ノていることは料叩三すべき"小二である―

本線ま大枠で3部鱗状とな-'ている,範=輔(1川'?:---7i?c)tま,汁別報を川いてホモl｣シーー肝fr,ll潤

するために必安な埋論の牌染とその計馴Bi/＼0〕'jミ'}'<�"にあて仁一れ-~rいる"それを′JW-x―ijて那>(Kft―i-II

餐)には計算ホモtjジ―雌論の応川にI馴-る描々4-rifi―L旦畑､まとめられている―耶三川ミ=.2中-一1j'―iCO

にほ峯審を読み進めていく上で必要となる僚低限度の藤倉s位相盈弼琶敦の基礎的轡項が整理魯鈍貰

おり,適宜参照できるようになっている.以卜,心!?において―｣C'ォ的な首軸サi-ぐある節=附二耶*1郎に

ついてその内容を見ていこう―

望計算ホモE]ジ―理諦

第1単においては,以後の議論で硫安になる概念の人州iH'W説か1I*―われている―まず細めに,雅

何学的な､穴'の構造を)i映するホモロジーー肝の性Kを利…した鑑/)かのto川mかキ黙されている―そ

の後R2Kに対象を限荒してホモロジ―牒を考酔することにより,根付W)な仙川を代紋的にと'J)よ

うに表現していくかについて0)―)ii本的なアイ―=/アを附脱している―このArnl>分は恥拭い�"X打wを想IjLし,
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